








ゼミ学生　　志岐、島田、高月、髙山、立石、立畑、塚本、冨田、中原、長嶺、樋口、深谷

親子で楽しむふれあい遊びの紹介

指導教員　　朝木徹

朝木
ゼミ

●はじめに
　朝木ゼミでは「親子で楽しむふれあい遊びの紹介」を
テーマとして、３つのグループに分かれて学習を進めてきま
した。

●問題
　朝木ゼミでは、親子で楽しむふれあい遊びの紹介を主な
テーマとして、活動してきました。その中で、保育者の方か
らふれあい遊びを提案する必要性について学びました。親
子でふれあい遊びをすることによって、親子で触れ合う機
会をつくり愛着関係を深めることができます。しかし、保
護者だけで遊びを考えて行うことが難しい場合がある為、
保育者が遊びを紹介することで遊びの幅が広がります。そ
の為、保育者は様々な遊びを紹介できるように専門知識を
身に付けていく必要があります。
１グループ　「にじみ絵アート」
方法：

① コーヒーフィルターにペンで好きな模様を描く
② 水につける
③ 乾かす
④ 乾いたら、のりしろ部分を切る
⑤ のりしろが見えないようにじゃばら折りをする
⑥ 中心を持ってモールを巻きつける
⑦ 完成！

２グループ　「カラフル水族館」
方法：

①  画用紙に海の生き物を描く。
②  ①の線に沿って切る。
③  切り抜いた部分にセロハンを貼る。

３グループ　「手形アート」
方法：

①用意したスタンプ（または絵具）を手の平に塗ります。
②スタンプ（または絵具）が付いた手を画用紙に押しつけ
　ます。
③水で濡らしたおしぼりで手を拭き、手に付いているインク
　を落とします。
④手形をしっかり乾かします。乾いたらクレヨンや画用紙、
　ペンやシールなどを使い、手形に飾りつけをします。
⑤飾りつけができたら、完成です。

●まとめ
　朝木ゼミの活動を通して、子育て支援の視点から保育者
に必要な知識や技術を身につけるために大切なことが２つ
あると分かりました。1つ目は、親子が一緒に活動できる遊
びを保育者が提案・提供していくことです。近年、スマホや
タブッレトを使った子育てが増えてきており、体を動かし、
製作遊びをする時間が減ってきています。そのため、保育
者が子どもの年齢に合った遊びを考え、保護者も一緒に楽
しく活動できるよう、親が子どもに向き合うきっかけを作
ることも保育者の役割だと感じました。2つ目は、保育者と
して保護者と子どもがふれ合う機会を作ることです。普段、
保護者と子どものふれ合う時間が少なくなってきていま
す。保育者は、遊びを通してコミュニケーションやスキン
シップが取れるように見守り、援助する必要があると考え
ます。また、保護者と子どもの愛着関係を深めることがで
きます。保育者として働いた際、遊びを通して保護者と子ど
もの時間を大切にできるようにしたいです。また、園・地
域・保護者と連携しながら、子どもがより良い環境の中で
健やかに育っていけるように保育を行っていきたいと考え
ています。







宮本
ゼミ

●はじめに
　新型コロナウイルスの影響が残る中でも可能な音楽活
動は何かを考え、様々な演奏動画を作成した。また、クリス
マスコンサートの機会を頂き、聴く人たちが感染対策を
行った上でも楽しむことができるように選曲や楽器の編成
を考えてプログラムを立て、実際に演奏を行った。

●活動内容
1）楽器演奏の体験：
ピアノを楽しく演奏することを目標にソロや連弾での体験
様々な楽器を用いた少人数でのアンサンブル
2）イベントの企画と演奏：
図書館支援委員とのコラボ企画のため、演奏動画の作成
地域の公民館でのクリスマスコンサート

●結果と考察
　今年度の宮本ゼミでは、アンサンブルや連弾などの演
奏動画の作成やクリスマスコンサートを実際に行うことが
できた。また、音楽活動だけではなく著作権について学
び、演奏を動画投稿 (共有) サイトで利用する場合や、楽譜
のコピー等についての確認も行うことができた。様々な音
楽活動を通して、私たちは人に演奏を聞いて頂く楽しさや
大変さを感じ、聴く人の年代に合わせた選曲や楽器決め、
演奏・構成を工夫する方法を学ぶことができた

●おわりに～活動を通して～
　「知らなかった楽器を知る機会が沢山あったり、触れたことな
かった楽器に触れたりしました。このことにより、子どもにたくさ
んの楽器の説明や体験させることができるようになりました。」

　「ゼミの1年間を振り返って、仲間と一緒にする音楽活動の楽しさ
を学ぶことが出来ました。また、図書支援委員とのコラボ動画やクリ

スマスコンサートを行った時に、曲決めやプログラム作成など初め
て演奏する側に経つことでコンサートを開催するまでの過程や大変
さを知ることが出来ました。」

　「著作権についてなどを学び、演奏会を開催するための準備
などの大変さを改めて感じた。連弾を通して、友達と弾く楽しさ
と難しさや、聴かせ方の工夫を考えるようになった。」

　「アンサンブルの難しさを知りました。大人数ですると、自分
が失敗しないようにとプレッシャーになり、とても震えながら
演奏をしたことを覚えています。また仲間とのアレンジの仕方
の話し合いの大切さや、息を合わせるために沢山の練習時間
が大切だなと思いました。そして、後期ではパワーポイントの
作り方について学びました。見やすい作品にするため、文字の
大きさ、色、イラスト、写真を使うことで、より伝わりやすくなっ
たり、音楽を入れることで楽しい動画になったりすることを改
めて知りました。」

　「一人で練習して結果を出すのでなく、グループで練習し、結果
を出すことの楽しさや達成感をゼミの中で学びました。新たに発
見したことは、ゼミの友達の良さをたくさん見つけることができ
たことです。(片付けを手伝ってくれた、演奏会の構成を考えてく
れた、全員お揃いのシュシュを作ってくれた、困った時助けてくれ
た等 )」

　「私はゼミでの音楽活動を通して、協調性の大切さに気づ
くことができました。連弾やアンサンブルでは上手くいかな
いことが多かったですが、最後までやり遂げることができた
のはお互いが同じ目標に向かって助け合いながら練習を行え
たからだと思います。また、演奏を作り上げるには役割分担
を行うことの大切さを学びました。役割分担をきちんとして
おくことで、一人ひとりの負担が軽減されて演奏の練習もス
ムーズに進むと感じたので、完璧な演奏にするためにも人任
せにせず個々が責任感を持って役割を果たしていく必要があ
ると思いました。」

聴衆を想定し、音楽を演奏することを
体験する中での楽しさや大変さを知り、考える。

ゼミ学生　　稲澤、井上、今長谷、植木、江口、小田、川村、北迫、坂本、佐々木、高田、福田、星野、松本
指導教員　　宮本幸





村井
ゼミ

●問題と目的
　村井ゼミでは、心理学をテーマに自分たちで研究のアイ
ディアを決めて実験を行いました。今年度は「味覚と色の関
係」がテーマです。実験では、お皿の色で味の感じ方は変わる
のかを調べるため、黒色と白色のお皿で同じチョコレートを
食べてもらい味覚評価をしてもらいました。もし、お皿の色が
味覚に影響するならば、黒いお皿の方がよりそのチョコレー
トを苦いと感じると予想し、実際に実験で調べてみました。

●方法
　短大生（23名）を対象に調査を行いました。調査では、
同じチョコレートを白色のお皿、黒色のお皿のそれぞれで
食べてもらい味を評価してもらいました。評価には質問紙
を使い、「苦味」・「酸味」・「香り」・「なめらかさ」「濃厚
さ」の5項目に5段階評価（5：強く感じる～1：全く感じな
い）で答えてもらいました。

●結果と考察
　実験の結果、お皿の色によってチョコレートの味の評価に違
いがあり、白いお皿に比べて黒いお皿の方が苦味を感じやす
いという結果でした。実験の結果から、予想した通り、黒いお
皿の方がチョコレートの苦味を強く感じることが分かりまし
た。この結果から、お皿の色という、味には関係のなさそうな
視覚の情報が実は味覚に影響していることを報告しました。

●ゼミ活動を通して
　「このゼミを通して、人それぞれの考え方があって必ず正解というも
のはないんだなと学びました。これからも、疑問に思ったことは自分
でできる範囲で研究をしてみて解決していきたいなと思います。」

　「様々な人に実験してみて、結果をまとめてグラフで見てみる
と、しっかり味の感じ方に違いが出ていてとても面白くて、お皿の
色が味に影響することがわかりました。楽しく簡単に誰でもでき
る実験だったのでよかったと思います。次は、匂いなど違う心理
学実験もしてみたいです。」

　「心理学のゼミ活動をして、自分の興味関心のあることをお互
いに意見を出し合い、実際に実験をして結果を出すことの楽しさ
を学びました。」

　「最初は、先輩たちのように心理学実験を行い無事に活動報告
まで終えられるのか少し不安に感じていた部分もありましたが、
みんなと協力して分担し、活動報告まで行えたので自分自身楽し
みながらゼミの活動を取り組むことが出来ました。」

　「ゼミ発表会の動画では自分たちのゼミの事だけでなく他のゼミ
の発表を見ることで、それぞれのゼミが学習した内容を知ることが
でき、保育に役立ちそうなことも知ることができて、オンラインだっ
たけど行えて良かったなと思います。」

　「後期のゼミでは、心理学に関する疑問や研究したいことを自
分で見つけ出し、調べてみる力が身についたと思います。」

　「前期のゼミは先生が決めたテーマに基づいて皆で実験とその
まとめを行うことが多かったのに対して、後期のゼミでは学生が
中心となって活動することが多かったのですが、後期のゼミが始
まる前は｢自分たちで実験をするなんて難しそう。私にはそんなこ
とできない｣と思っていました。そのため、後期のゼミが始まるの
を少しだけ憂鬱に感じていました。後期のゼミが始まると、学園
祭に向けた動画作りやチョコレートの心理学実験の活動を行い
ました。錯視の面白さを伝えることや見やすい動画を作ることな
ど、ゼミの活動では様々な場面で難しさを感じましたが、振り
返ってみるととても貴重な経験をさせて頂けたし何より楽しかっ
たです。」

心理学実験「味覚と色の関係」黒色のお皿は
チョコレートの苦味を強くするのか？

ゼミ学生　　朝里、猪谷、江崎、大坪、大成、河野（恵）、河野（華）、木立、讃井、中橋
指導教員　　村井千寿子








